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令和 6年度 第 9回 ネット・モニターアンケート 

防災意識及び大規模災害発生時の行動について 

 

■アンケートの趣旨 

名古屋市は、今後発生が危惧されている南海トラフ巨大地震や、近年の気候変動の影響

により大型化する台風及び集中豪雨などの大規模災害に備え、市全体の防災対策を総

合的かつ計画的に推進していくとともに、地域防災力の強化を図っております。 

このアンケートでは、市民の皆さまが日頃の防災意識や大規模災害発生時の行動など

に対してどのような認識を持っているかをおたずねし、実態を把握することにより、今

後の施策推進の参考とさせていただくものです。 

■説明・前提条件 

Ｑ１：必須 

・選択制限なし 

Ｑ２：必須 

・選択数１つ 

Ｑ３：Ｑ２の選択による 

・選択制限なし 

Ｑ４：Ｑ２の選択による 

・選択制限なし 

Ｑ５：必須 

・選択数１つ 

Ｑ６：Ｑ５の選択による 

・選択制限なし 

Ｑ７：必須 

・選択数１つ 

Ｑ８：必須 

・選択数１つ 

Ｑ９：必須 

・選択数１つ 

Ｑ10：Ｑ９の選択による 

・選択制限なし 

Ｑ11：必須 

・選択数１つ 

Ｑ12：Ｑ11 の選択による 

・選択制限なし 

Ｑ13：必須 

・選択制限なし 

Ｑ14：必須 

・選択数１つ 

Ｑ15：任意 

・自由記載 

 

 

► 年代・居住区・性別の属性は事前に登録されたモニターの属性から取得 

► 比率はすべて、各質問の回答者数に対するパーセントで表し、小数点以下第 2 位を四捨五入し

て算出（このため、合計が 100%にならないことがある） 

► 複数回答が可能な質問については、各項目の比率の合計は通常 100%を超える 

■アンケート実施期間 

令和 7年 1月 24 日（金） から 令和 7年 2月 3日（月）まで 

■モニター数・アンケート回答数 

対象モニター数： 500 人  回答数： 426 人 有効回収率： 85.2％ 

■問い合わせ先 

調査テーマに関すること 
防災危機管理局 防災企画課 

電話：052-972-3527  ＦＡＸ：052-962-4030 

E-Mail：a3523-03@bosaikikikanri.city.nagoya.lg.jp 

調査概要に関すること 
スポーツ市民局 広聴課 

電話：052-972-3140  ＦＡＸ：052-972-3164 

E-Mail：net-moni01@sportsshimin.city.nagoya.lg.jp 

 
 
 

http://#
http://#


- 2 - 

回答集計 
※各図表の「Ｎ」は、回答者数を表しています。 

【すべての方におたずねします】 

＜防災意識について＞  

大規模災害時には、公助（行政による救助・支援）だけでは対応に限界があるため、住民一人

ひとりが防災・減災の意識を持ち、主体的な行動を取ることが必要です。 

 

Ｑ１【※必須】あなたが、災害に対する心構えとして意識していることは何ですか。 

（選択はいくつでも） 

Ｎ＝426 

 
 

Ｑ２【※必須】あなたは、災害に対して備えていることはありますか。（選択は１つ） 

Ｎ＝426 

 

89.4%

79.8%

43.0%

41.8%

2.6%

2.8%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

南海トラフ地震など、大規模災害が

起こるかもしれないということ

自分や家族の命は、自らで守ること

近所の人や周りの人と助け合うこと

災害時には、高齢者や障がい者など

支援や配慮が必要な人がいるということ

特にない

その他

無回答

ある

90.8%

ない

9.2%
無回答

0.0%
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【Ｑ３は、Ｑ２で災害に対して備えていることは「ある」と回答した方におたずねします。】 

Ｑ ３ あなたが、災害に対して備えていることは何ですか。（選択はいくつでも） 

Ｎ＝387 

 

92.2%

48.1%

26.6%

12.7%

50.1%

51.4%

20.2%

28.7%

25.6%

23.3%

8.0%

2.3%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%100.0%

備蓄品（食料品、飲料水など）を準備している

家具の転倒防止対策を行っている

住宅の耐震化（昭和56年以降建築の住宅、

耐震補強済みの住宅等）を行っている

感震ブレーカーを設置している

ハザードマップなどで、自宅や職場・学校等の

周辺の想定リスクを確認している

避難先・避難経路を確認している

避難指示など避難情報の意味を理解し、

自分がいつ避難すべきか知っている

家族との安否確認方法を決めている

防災情報を入手する手段を確認している

近隣住民と顔の見える関係をつくっている

避難所運営の方法など、地域での防災活動に

必要な知識やスキルを身につけている

その他

無回答
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【Ｑ４は、Ｑ２で災害に対して備えていることは「ない」と回答した方におたずねします。】 

Ｑ ４ あなたが、災害に対して備えていない理由は何ですか。（選択はいくつでも） 

Ｎ＝39 

 
 

  

51.3%

56.4%

38.5%

12.8%

17.9%

10.3%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

何をしたらいいのか分からないから

手間がかかり面倒だから

お金がかかるから

時間がないから

必要性が感じられないから

その他

無回答
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【すべての方におたずねします】 

＜災害用トイレについて＞ 

大規模災害が起きた際、断水や下水管の破損で水洗トイレが使えなくなることがあります。 

災害用トイレとは、災害時に使用することを目的としたトイレで、洋式便器に便袋をつけて使

用するタイプのものや、組み立てた段ボールに便袋をつけて使用するタイプのものなどがあり

ます。 

Ｑ５【※必須】あなたは、災害用トイレの備蓄をひとりあたり何回分していますか。 

（選択は１つ） 

Ｎ＝426 

 

 

【Ｑ６は、Ｑ５で災害用トイレを「備蓄していない」と回答した方におたずねします。】 

Ｑ６ あなたが、災害用トイレを備蓄していない理由は何ですか。（選択はいくつでも） 

Ｎ＝167 

 

１～４回分

29.8%

５～９回分

6.6%

10～14回分

6.3%15～19回分

3.1%

20回分以上

15.0%

備蓄していない

39.2%

無回答

0.0%

26.9%

18.6%

25.1%

29.3%

23.4%

15.6%

7.8%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

備蓄する場所やスペースがないから

面倒くさいから

お金がかかるから

どこで買えるかわからないから

災害用トイレ自体を知らなかったから

特にない

その他

無回答
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【すべての方におたずねします】 

＜帰宅困難者対策について＞ 

本市では以下のウェブサイト「帰宅困難者支援サイト」に掲載している取組を進めています。 

＜一時退避場所、退避施設について＞ 

大規模地震発生時において、建物の安全性が確認されるまでの間、一時的に退避するための場

所を「一時退避場所」（屋外の公開空地、公園等）、施設の安全性が確認された後、行き場のな

い帰宅困難者を一時的に受け入れるための施設が「退避施設」（屋内施設のロビー等）です。

名古屋市では、名古屋駅周辺や金山駅周辺、伏見・栄地区において、一時退避場所及び退避施

設の確保に努めています。 

【参考資料】関連リンク：帰宅困難者支援サイト（名古屋市公式ウェブサイト） 

https://www.city.nagoya.jp/bosaikikikanri/page/0000063026.html 

Ｑ７【※必須】あなたは、一時退避場所や退避施設といった、帰宅困難者が一時的にとどま

ることができる場所があることを知っていましたか。（選択は１つ） 

Ｎ＝426 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ８【※必須】あなたは、都心部への外出中に大規模地震が発生し、鉄道・地下鉄・バス等

の公共交通機関での帰宅ができなくなった場合、どのように行動しますか。 

（選択は１つ） 

Ｎ＝426 

 

勤務先の職場、通学先の学校の

建物が安全な場合は、その場に

とどまる

25.8%

退避施設等の安全に滞在できる

場所に移動し、とどまる

19.2%

徒歩で帰宅する

46.2%

自家用車で帰宅する

1.9%

タクシーで帰宅する

0.2%

どう行動してよいかわからない

4.5%

その他

2.1%

無回答

0.0%

知っていた

31.9%

聞いたことはあるが、

詳しくは知らなかった

47.2%

知らなかった

20.9%

無回答

0.0%

http://#
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＜名古屋市港防災センターについて＞ 

名古屋市港区には、市民の皆さまへの防災意識の普及啓発のため、名古屋市港防災センターと

いう防災学習施設を設置しており、災害に関する体験施設や説明を展示しているほか、定期的

にイベントなどを開催しています。 

Ｑ９【※必須】あなたは、名古屋市港防災センターを何回訪問したことがありますか。 

（選択は１つ） 

Ｎ＝426 

 
【Ｑ10 は、Ｑ9 で名古屋市港防災センターの訪問回数が「0回（訪れたことがない）」と回答

した方におたずねします】 

Ｑ10 あなたが、名古屋市港防災センターを訪れたことがない理由は何ですか。 

（選択はいくつでも） 

Ｎ＝300 

 

1回

17.4%

2回

5.4%

3回

2.1%

4回以上

4.7%

0回（訪れたこと

がない）

70.4%

無回答

0.0%

4.3%

30.7%

12.7%

2.3%

62.3%

5.3%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

訪れなくても防災について

十分理解できていると思うから

場所が遠いから

時間がないから

防災に興味がないから

施設があることを知らなかったから

その他

無回答
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【すべての方におたずねします】 

＜地域の防災活動について＞ 

大規模災害が起きた際に、自分や家族の命を守り近隣で助け合うことができるよう学区や町内

会などの地域で行われている地域の防災活動（安否確認訓練や避難所運営訓練をはじめとした

防災訓練、地域で行われる防災講習や講演会、地域における防災に関する話し合いや検討、地

域の防災イベントなど）に参加することが重要です。 

Ｑ11【※必須】あなたは、ここ３年ぐらいの間に、地域の防災活動に参加したことがありま

すか。（選択は１つ） 

Ｎ＝426 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Ｑ12 は、Ｑ11 で「地域の防災活動が行われていることは知っていたが、参加したことはな

い」と回答した方におたずねします】 

Ｑ12 あなたが、地域の防災活動に参加しなかった理由は何ですか。（選択はいくつでも） 

Ｎ＝140 

 

22.1%

26.4%

5.0%

9.3%

44.3%

12.1%

7.1%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

内容が形式的であるなど、

イベント化していたから

具体的な日時・場所、参加方法等が

わからなかったから

会場に行くのが大変だったから

興味・関心がなかったから

時間的な余裕がなかったから

特にない

その他

無回答

参加したことがある

23.9%

地域の防災活動が行われて

いることは知っていたが、

参加したことはない

32.9%

地域の防災活動が行われて

いることを知らなかった

43.2%

無回答

0.0%
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【すべての方におたずねします】 

Ｑ 13【※必須】あなたは、どのような内容があれば、地域の防災活動に参加してみたいと

思いますか。（選択はいくつでも） 

Ｎ＝426 

 
 

71.1%

16.4%

17.4%

36.6%

14.8%

13.8%

15.0%

27.7%

37.3%

40.8%

6.1%

3.3%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

防災グッズの配布

防災の専門家（大学教授等）の講話

大きな災害で被災した方の経験談

市販の非常食や、災害時に

簡単に作れる料理の試食

防災を学べるゲーム

防災の疑問点についての

相談コーナー

消防車やジャッキなど、災害時に

活躍する車両や道具の展示

災害や災害対応の疑似体験

（起震車、煙道体験、放水体験等）

人命救助の方法の講習

（消火器、ＡＥＤ等）

身近なものを活用した

防災グッズ作り

特にない

その他

無回答
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【すべての方におたずねします】 
Ｑ14【※必須】あなたの同居家族の構成を教えてください。（選択は１つ） 

Ｎ＝426 

 

 
Ｑ15 名古屋市の防災に関する取り組みについて、ご意見があればご記入ください。 

Ｎ＝149 

 

・防災は一人ひとりの意識と普段の準備が大切ですが、起こってしまうと行政に頼らざるを得

ない部分が大きくなります。防災についての行政のアピールはやり過ぎても意識が薄れる可

能性があるので適度なアピールを続けてください。よろしくお願いします。 

 

・地域での防災活動には参加しているが、もし外出先で災害にあった場合というのを考えてい

なかったので、確認したいと思います。 

 

・珠洲市の災害ボランティアへ参加したなかで、行政ができることの限界を感じました。アン

ケートにもあったように自助の考え方は重要かと思いますので、市民の自助力向上のための

施策に取り組んでいただけると良いかと思いました。 

 

・地域の事情はあると思いますが、能登半島地震での避難所の様子、インフラや倒壊した家屋

の復旧など、なかなか進んでいない状況を目にし、悲しく思っています。ボランティアが入

ってがんばって下さっているようですが、自治体には自治体にしかできないことをしていた

だきたいです。被災した方々が安心できるような対策を自治体にはお願いしたいです。 

 

・参加型、体験型の取組を増やすとともに、参加者が増えるように周知してほしい。 

 

ほか 

自分だけの単身世帯

14.6%

夫婦またはパートナー

だけの1世代世帯

33.1%

親と子の2世代世帯

46.9%

親と子と孫の

3世代世帯

4.0%

その他

1.4%
無回答

0.0%
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■属性集計 

性 別 

 全体 男性 女性 

％  100.0%  49.1%  50.9% 

回答者数  426  209  217 

 

 

年 代 

 
全体 10 歳代 20 歳代 30 歳代 40 歳代 50 歳代 60 歳代 

70 歳 

以上 

％  100.0%  0.2%  11.0%  12.9%  16.7%  18.1%  14.8%  26.3% 

回答者数   426   1   47   55   71   77   63   112 

 

49.1%

50.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

男性

女性

0.2%

11.0%

12.9%

16.7%

18.1%

14.8%

26.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0%

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上
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居 住 区 

 全体 千種区 東区 北区 西区 中村区 中区 

％  100.0%  7.5%  3.5%  6.1%  7.0%  7.0% 4.7% 

回答者数  426  32 15 26 30 30 20 

 

昭和区 瑞穂区 熱田区 中川区 港区 南区 

 4.7%  4.0%  3.1%  10.1%  6.1%  5.6% 

20 17 13 43 26 24 

守山区 緑区 名東区 天白区 

 8.2%  9.6%  6.1%  6.6% 

35 41 26 28 

 

 

7.5%

3.5%

6.1%

7.0%

7.0%

4.7%

4.7%

4.0%

3.1%

10.1%

6.1%

5.6%

8.2%

9.6%

6.1%

6.6%

0.0% 2.5% 5.0% 7.5% 10.0% 12.5%

千種区

東区

北区

西区

中村区

中区

昭和区

瑞穂区

熱田区

中川区

港区

南区

守山区

緑区

名東区

天白区



 

 
 
 
 
 
 
【関連リンク】 
帰宅困難者支援サイト 

（名古屋市公式ウェブサイト） 
 










